










連携

医療支援チームに求
められること

多職種連携の災害支援を担う高度医療人養成

急性期
〜1週間

亜急性期
〜1ヶ月

慢性期
2ヶ月以降

復興期
年単位

超急性期
〜3日

熊本地震の課題
 医療支援の需要と

供給の時間的・空
間的ミスマッチ

 需要の把握が困難
 専門医療チームが

認知されていない
 慢性期、復興期を

見据えた継続的な
医療支援体制

災害拠点
病院

行政との強い連携

職種横断的チーム

専門的チーム

災害のフェーズ毎の
ニーズへの対応

熊本県
熊本市

医師会
歯科医師会
二次医療圏

災害のフェーズ

DVT対策
チーム

DMAT支援
チーム

口腔ケア
チーム

心のケア
チーム

慢性疾患対策
チーム

生活習慣・栄養管理
チーム

発
災
時

• 災害のフェーズのニーズに応じた医
療支援チームの派遣

• 慢性期・復興を見据えた専門医療支
援チームの派遣

1) 「熊本大学災害医療研究教育センター」設立による高度災害医療人の育成、災害経験を踏まえた災害医療のニーズへの対応
2) 行政職災害医療コーディネーターを含めた医療支援チームによる災害医療支援体制の構築
3) 官学一体型の超急性期〜復興期にわたる一貫した災害医療支援のモデルケースとして、これからの災害時の活動につながるシステムの構築

事業内容

• 学校教育法（法第105条等）に則ったカリキュラム
• 2年間の履修期間で必修、選択を含む120時間以上の講義、演習を履修
• 修了者には履修証明（Certificate）を交付
• e-Learning受講を活用、仕事を続けながら修了可能
• 多職種から構成される医療支援チームの演習
• 熊本地震被災地域拠点病院における実地研修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

• 専門医/歯科医を中心に多職種の医療スタッ
フとともにチームを形成

• 保健師、行政職を含み発災時の連携を強固に
• ニーズに応じた支援チーム派遣が可能

成
果

コーディ
ネーター

九州大学歯学部
・担当教員による多職種を対象と
した災害口腔医療研究と教育

・災害時派遣登録制度
・e-learning、卒後生涯研修

熊本大学災害医療研究教育センター
・専従スタッフによる災害医療研究と研修・講習
・県・支援機関・被災機関の合同講義
・職種横断的高度災害医療人材育成プログラム

医師・歯科医・看護師・薬剤師・保健師・行政職他
・後方支援コーディネータープログラム
・市民公開講座の開催

相互支援構築
モデルとして
全国に波及

1)  災害規模・フェーズに応じた災害医療人材の養成
2)  職種横断的な災害医療支援チームの構成
3)  災害医療の後方支援コーディネーターの養成

課
題

自
治
体
・
行
政
・
保
健
師

災
害
拠
点
病
院

平
時
よ
り
『
顔
の
見
え
る
関
係
性
』
の
構
築

4) 多職種間、地域との『顔の見える関係性』
の構築

5) 地域の減災力の向上

医科・歯科・
行政を含む
職種横断的
専門的医療
支援チームの
育成

・九州で相互支援体制の構築（九州モデル）
・地域連携、広域相互支援に対応する医療
支援を担う人材の養成

職種横断的
専門医療支援チーム




